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町町長長提提案案

●平成２４年度一般会計補正予算の専決処分の報告と承認…………………………………………………原案可決
衆議院議員総選挙の執行に急を要するため、補正予算の専決処分を行ったもの

●平成２４年度一般会計補正予算………………………………………………………………………………原案可決
●平成２４年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）補正予算……………………………………………原案可決
●平成２４年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算…………………………………………………原案可決
●平成２４年度藍住町特別会計（藍寿苑介護サービス事業）補正予算……………………………………原案可決
●藍住町手数料徴収条例の一部改正…………………………………………………………………………原案可決

婚姻届などの受理証明書に、法務省令で定める様式による上質紙を用いた場合の

手数料を定めるなどの改正

●公共下水道第六処理分区南部支線管渠工事（第５工区）の請負契約の締結…………………………原案可決
請 負 額 ４，９０２万３００円

請負業者 株式会社 大日

●監査委員選任の同意…………………………………………………………………………………………藤原孝信

議議員員提提案案

●藍住町議会委員会条例の一部改正…………………………………………………………………………原案可決
地方自治法の一部改正（常任委員会、議会運営委員会、特別委員会委員の選任等に

関する事項を条例に委任する改正）に伴い、地方自治法に規定されていた事項を

本町条例に規定するための改正

●藍住町議会会議規則の一部改正……………………………………………………………………………原案可決
地方自治法の一部改正に伴い、字句整理を行うための改正

請請 願願陳陳 情情

陳
情
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ

子
ど
も
と
未
来
四
万
十

代
表

川
下

徳
之

陳
情
者

一
般
社
団
法
人

徳
島
県
設
備
業
協
会

会
長

栗
本

利
幸

▼
電
気
設
備
工
事
・
管
設
備
工
事
の
分
離
発
注
推

進
の
お
願
い

●
公
費
負
担
に
も
と
づ
く
最
低
保
障
年
金
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者

非
核
の
政
府
を
求
め
る
徳
島
の
会

代
表
世
話
人

中
村

勧
善

紹
介
議
員

林

茂

議
員

請
願
者

全
日
本
年
金
者
組
合
徳
島
県
本
部

執
行
委
員
長

吉
本

茂
則

紹
介
議
員

林

茂

議
員

２
件
の
請
願
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
交
渉
開
始
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願
書

２
件
の
陳
情
が
あ
り
、
議
員
に
配
付
し
ま

し
た
。

▼
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め

る
陳
情

１２月議会定例会が１２月１０日から２１日までの１２日間の会期で開会
され、下記の議案について審議しました。
一般質問では５人の議員が登壇し、町政について質問しました。

№７２ ２０１３．２．２５ ２
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平平成成 2244 年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算

１２月定例会

～主な補正の内容（１万円未満切り捨て）～

総総 務務 費費
◇道路照明の LEDへの交換等工事 ３９０万円
◇ハザードマップ等印刷費 ３４１万円

民民 生生 費費
◇介護保険事業特別会計操出金 １，４２８万円
◇保育所運営業務委託料 ５，４００万円

衛衛 生生 費費
◇予防接種健康被害に伴う給付費 ５２７万円

農農林林水水産産業業費費
◇一般排水路改良費 １，０００万円

土土 木木 費費
◇道路簡易舗装費 １，０００万円

教教 育育 費費
◇藍屋敷修繕、資料館通路等整備 ６００万円
◇新町民体育館舞台幕等購入費 ２，４６０万円

９７億３，６５０万円

９９億 ７００万円

※専決処分とは？（地方自治法第１７９条）

町長が議会を招集する時間的余裕がない場合に
町長が議会に代わって、議会が議決すべき条
例・予算などの案件を処理すること。
町長が専決処分をした場合は、次の会議で議会
へ報告し、承認を求めなければならない。

予予算算
総総額額

予予算算
総総額額１億７，０５０万円増額

～補正の内容～

総総 務務 費費

◇衆議院議員総選挙費 １，６５０万円

１，６５０万円増額

専決処分（※）

歳歳入入歳歳出出
そそれれぞぞれれ

歳歳入入歳歳出出
そそれれぞぞれれ

３ ２０１３．２．２５ №７２
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平平成成２２４４年年度度特特別別会会計計補補正正予予算算

友
好
都
市
交
流
事
業

１０
月
に
は
河
北
町
議
会
か
ら

表
敬
訪
問
を
い
た
だ
き
、
１１
月

２２
日
に
は
友
好
の
翼
・
河
北
町

町
民
号
が
来
町
。
１１
月
１６
日
に

は
、
藍
住
東
小
学
校
と
河
北
町

谷
地
中
部
小
学
校
、
石
巻
市
飯

野
川
第
一
小
学
校
の
児
童
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利

用
し
た
テ
レ
ビ
会
議
を
開
催
し

た
。
今
後
は
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
・

り
ん
ご
」
と
「
み
か
ん
・
す
だ

ち
」
の
苗
木
の
交
換
植
樹
を
計

画
し
て
い
る
。

な
お
、
紅
染
の
着
物
を
お
贈

り
い
た
だ
い
て
お
り
、
藍
の
館

に
展
示
し
、
広
く
町
民
の
皆
様

に
も
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

国
民
文
化
祭

「
勝
瑞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
勝
瑞
城
館
跡
に
お
い
て
放

鷹
術
の
実
演
を
は
じ
め
、
茶
会

や
戦
国
時
代
の
食
を
復
元
し
た

弁
当
の
販
売
等
を
実
施
。
ま

た
、
三
好
氏
ゆ
か
り
の
市
町
村

が
集
結
し
、
物
産
展
や
パ
ネ
ル

展
示
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
も
開
催
し
た
。「
藍
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」で
は
、

す
く
も

す
く
も

�
を
テ
ー
マ
に
�

づ
く
り
の
見
学

す
く
も

会
、�
の
品
質
を

鑑
定
す
る
手
板
法

の
実
演
等
を
行
っ

た
。
ま
た
、
平
成

２１
年
度
か
ら
群
馬

県
東
吾
妻
町
、
滋

賀
県
愛
荘
町
と
と

も
に
実
施
し
て
き

た
三
町
合
同
企
画

展
を
開
催
し
、
今

ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
集
大
成
と
し

て
、
講
演
会
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
し
た
。

ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

１
年
間
の
来
客
数
は
約

１
０
５
０
万
人
を
超
え
、
ほ
ぼ

見
込
み
通
り
の
来
客
数
と
聞
い

て
い
る
。
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島
は

今
や
本
町
の
勢
い
を
示
す
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ま

ち
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
た
だ

け
る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

が
ん
ば
る
商
工
業
者
等
の

応
援
施
策

平
成
２５
年
度
か
ら
、
経
営
革

新
に
意
欲
的
な
事
業
所
・
町
内

で
新
た
な
事
業
を
始
め
る
事
業

所
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ま
ち
づ

く
り
に
意
欲
的
な
事
業
所
を
支

援
す
る
経
営
革
新
支
援
制
度
・

創
業
者
支
援
制
度
・
藍
住
町
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
３
つ
の
制
度
を
実
施
す
る
。

借
入
金
の
利
子
補
給
、
店
舗
の

家
賃
補
助
、
店
舗
等
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
費
の
一
部
補

助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

町町町町
かかかか
らららら
のののの
主主主主
なななな
報報報報
告告告告

～～ががんんばばるる商商工工業業者者等等のの応応援援施施策策ととはは？？～～

藍住町商工業者チャレンジ支援事業補助金
経営革新支援・創業者等支援
対 象 者 「中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律」や徳

島県実施の「あったかビジネスパラダイス事業」により、
徳島県の承認・認定を受けた経営革新計画・事業計画を
実施している町内の商工業者

対象経費 計画実施のための借入利子・機器等リース料・店舗等の
家賃

補助金額 対象経費の２分の１（１事業年度につき限度額１０万円）

藍住町ユニバーサルなまちづくり事業補助金
店舗等のバリアフリー改修補助
対 象 者 常時雇用している従業員が２０人以下の町内の商工業者
対象施設 飲食店、小売店、診療所、理美容店等のうち、サービス

提供に利用する部分（事務所等は含まれない）
対象工事 総額３万円以上のバリアフリー改修工事（新築・改築は

対象外）で藍住町に本店のある業者が施行するもの
補助金額 対象工事費用の２分の１（限度額３０万円）

補 正 後 の 額

３１億６，９８０万円

２０億４，０４０万円

２億９，０４０万円

補 正 額

６，１８０万円

１億１，５００万円

３，７２０万円

会 計 名

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

藍寿苑介護サービス事業

藍フェスティバルでの機織り体験

№７２ ２０１３．２．２５ ４
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問

一
般
会
計
補
正
予
算

で
、
町
民
体
育
館
の
備
品
購

入
費
２
４
６
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
が
、
９
月
補
正
で

舞
台
装
置
関
係
は
工
事
す
る

の
で
は
な
い
か
。

答

今
回
は
舞
台
幕
等
の
購

入
費
で
あ
り
、
９
月
補
正
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

★１階アリーナは、バレーボールで

３面、バスケットボールで２面、

バトミントンで６面の競技が可能

★２階観覧席数は５３６席で、エレベー

ターを設置予定

★災害時には避難施設として使用

津
波
の
浸
水
想
定
と
防
災
対
策

１０
月
３１
日
に
徳
島
県
か
ら
津

波
浸
水
想
定
が
公
表
さ
れ
、
新

た
に
勝
瑞
地
区
を
中
心
に
町
内

２
・
１
�
が
想
定
浸
水
区
域
と

な
っ
た
。
現
在
、
改
訂
を
進
め

て
い
る
地
域
防
災
計
画
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
津
波
を

想
定
し
た
対
策
を
十
分
に
盛
り

込
み
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
大
切

な
命
や
財
産
を
守
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

１１
月
１８
日
に
は
、
東
中
学
校

を
指
定
避
難
所
と
す
る
住
民
を

対
象
に
防
災
・
避
難
訓
練
を
実

施
し
た
。
今
後
も
指
定
避
難
所

ご
と
に
随
時
開
催
す
る
予
定
。

こ
の
ほ
か
、
鳴
門
市
と
板
野
郡

の
１
市
５
町
に
よ
る
災
害
時
応

援
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
も
準

備
を
進
め
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

こ
の
度
、
藍
住
町
内
４
小
学

校
が
徳
島
県
で
初
と
な
る
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
加
盟
が
認

定
さ
れ
た
。
同
一
市
町
村
の
全

小
学
校
が
同
時
に
加
盟
す
る
こ

と
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
と
聞

い
て
お
り
、
阿
波
踊
り
や
藍
文

化
体
験
、
正
法
寺
川
の
環
境
学

習
、
人
参
作
り
や
稲
作
体
験

等
、
地
域
一
体
型
の
教
育
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
の
現
状

早
期
接
続
と
工
事
負
担
額
の

軽
減
を
目
的
と
し
た
助
成
金
制

度
改
訂
の
特
例
期
間
が
９
月
末

で
終
了
し
た
。
特
例
対
象
者

は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
平
成
２３

年
度
に
供
用
開
始
し
た
地
区
の

方
々
で
、
公
共
ま
す
設
置
件
数

は
６
３
６
件
。
う
ち
、
下
水
道

に
接
続
い
た
だ
い
た
件
数
は

３
２
１
件
、
ま
す
ベ
ー
ス
で
の

接
続
率
は
５０
・
５
％
と
な
っ
た
。

な
お
、
全
体
の
接
続
率
は
１１
月

末
現
在
４５
・
２
％
で
あ
る
。
ま

た
、
平
成
２６
年
度
以
降
の
第
２

期
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
中
に
実
施
設
計
に
入
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

建
設
課
現
場
業
務
の
民
間
委
託

町
内
６
業
者
に
よ
る
協
同
組

合
設
立
予
定
者
か
ら
応
募
が
あ

り
、
関
係
職
員
で
構
成
す
る
選

定
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

こ
の
応
募
者
に
委
託
す
る
こ
と

と
し
た
。
契
約
期
間
は
５
年
と

し
、
平
成
２５
年
度
当
初
か
ら
業

務
委
託
を
す
る
予
定
で
、
経
費

削
減
が
図
ら
れ
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
手
続

に
変
更
は
な
く
、
従
前
の
現
場

事
務
所
に
ス
タ
ッ
フ
を
常
駐
さ

せ
る
た
め
、
災
害
時
や
緊
急
時

に
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
対
応
で

き
る
態
勢
で
あ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

藍
寿
苑
の
今
後
の
運
営

１１
月
２９
日
に
運
営
検
討
委
員

会
の
日
開
野
委
員
長
か
ら
「
質

の
高
い
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

介
護
事
業
に
適
確
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
民
間
事
業
者
に
移
管
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」
と
の

答
申
を
い
た
だ
い
た
。
利
用
者

や
ご
家
族
の
意
見
に
も
十
分
配

慮
し
、
民
間
移
管
に
向
け
た
計

画
を
策
定
し
た
い
。

パ
ル
ス
藍
住

先
般
、
高
知
県
競
馬
組
合
か

ら
、
平
成
２５
年
度
か
ら
地
方
競

馬
で
中
央
競
馬
の
発
売
が
可
能

と
な
る
予
定
で
、
パ
ル
ス
藍
住

で
は
人
気
の
高
い
レ
ー
ス
に
限

定
し
て
発
売
を
開
始
し
た
い
。

ま
た
、
現
在
、
最
終
レ
ー
ス
を

概
ね
午
後
９
時
ま
で
と
し
て
い

る
も
の
を
午
後
９
時
２０
分
ま
で

と
し
た
い
と
の
協
議
を
受
け

た
。
こ
れ
ら
は
パ
ル
ス
藍
住
の

周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
は
な
く
、
善
良
な
環
境
を

維
持
し
つ
つ
、
売
上
向
上
施
策

を
行
う
も
の
と
判
断
し
、
同
意

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

～ユネスコスクールとは？～
国連の文化・教育機関であるユネスコが

推進している制度。
次代を担う世界各国の子どもや若者が、

地球規模での諸問題に積極的に取り組み、
ユネスコスクールネットワークを通じて、
世界中の学校と交流することで、持続可能
な社会づくりの担い手をはぐくむことを目
指している。

～加盟資格は？～
環境教育、国際理解教育、世界遺産や地

域の有形無形文化財の理解・継承教育、エ
ネルギー教育など、特色ある教育を継続的
に実施している学校であること。

建建設設中中のの新新町町民民体体育育館館

完完成成イイメメーージジ図図
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問

対
面
２
車
線
の
町
道
路
に

お
け
る
歩
道
は
狭
く
構
造
上
の

起
伏
が
激
し
い
箇
所
が
多
い
。

歩
行
者
で
も
歩
き
づ
ら
く
、
車

い
す
が
安
全
に
通
行
で
き
る
形

態
は
あ
ま
り
に
少
な
い
状
態
。

自
転
車
、
歩
行
者
、
車
い
す
、

乳
母
車
等
、
狭
い
な
が
ら
も
譲

り
あ
え
ば
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
町
内
道
路
の
見
直
し
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

歩
道
の
あ
る
町
道
は
６
路

線
あ
る
が
、
幅
員
が
狭
か
っ
た

り
起
伏
が
激
し
い
箇
所
が
あ

る
。
適
宜
段
差
の
解
消
を
図
り

た
い
。

問

教
育
現
場
で
の
い
じ
め
対

策
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
教
育

委
員
会
だ
け
で
な
く
、
当
初
か

ら
地
域
警
察
等
、
多
方
面
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
被
害
者
・
加
害
者
の
枠
に

捕
ら
わ
れ
ず
、
父
兄
や
地
域
を

も
っ
と
巻
き
込
ん
だ
具
体
的
な

対
策
を
日
ご
ろ
か
ら
と
る
べ
き

で
あ
り
、
子
ど
も
同
士
の
き
ず

な
、
子
ど
も
と
教
師
の
き
ず

な
、
父
兄
と
学
校
と
地
域
と
の

在
り
方
を
示
し
て
安
心
で
き
る

環
境
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

答

具
体
的
な
い
じ
め
防
止
策

と
し
て
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
青
少

年
対
策
監
、
行
政
対
策
監
に
よ

る
各
学
校
の
巡
回
や
地
域
住
民

の
中
か
ら
任
命
し
た
学
校
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
が
毎
日
子
ど
も
た

ち
の
指
導
や
相
談
に
応
じ
て
い

る
。更

に
、
板
野
警
察
署
・
教
育

委
員
会
・
学
校
・
西
部
補
導
セ

ン
タ
ー
の
４
者
合
同
に
よ
る
い

じ
め
防
止
連
絡
協
議
会
の
開

催
、
教
育
委
員
会
だ
よ
り
や
親

学
講
座
を
通
じ
て
保
護
者
へ
の

理
解
・
協
力
・
啓
発
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。

問

南
海
ト
ラ
フ
の
国
の
指
針

が
示
さ
れ
た
。
災
害
発
生
時
の

学
校
体
制
に
つ
い
て
は
、
警
報

発
令
時
点
で
の
帰
宅
路
及
び
住

宅
環
境
の
把
握
等
、
各
家
庭
の

要
望
も
考
慮
し
、
一
方
的
に
帰

宅
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
大
雨

洪
水
津
波
に
対
応
し
た
対
策
、

体
育
館
よ
り
も
上
階
へ
の
応
急

的
な
一
時
避
難
体
制
等
、
具
体

的
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
早
期
策
作
成

が
望
ま
れ
る
。

答

暴
風
警
報
発
令
の
可
能
性

が
あ
る
時
は
、
給
食
の
関
係
や

帰
宅
し
て
も
保
護
者
不
在
の
家

庭
等
を
考
慮
し
、
帰
宅
時
間
を

決
定
。
メ
ー
ル
等
で
保
護
者
へ

連
絡
し
て
い
る
。

地
震
発
生
時
に
は
運
動
場
へ

避
難
し
、
津
波
や
浸
水
の
お
そ

れ
が
あ
る
時
は
運
動
場
か
ら
３

階
以
上
へ
避
難
。
ま
た
、
家
屋

や
道
路
損
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
学
校
に
待
機
さ
せ
、
情

報
収
集
を
行
い
、
保
護
者
に
連

絡
し
て
児
童
等
の
引
渡
し
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
在
、
台
風
や
洪
水
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
作
成
し
て
い
る
が
、
地

震
は
発
生
時
・
避
難
訓
練
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
み
作
成
し
て
お

り
、
包
括
的
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
が
必
要
で
あ
る
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
未
完
成
町
道
に
つ
い
て

◆
町
の
業
務
に
つ
い
て

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て

◆
児
童
手
当
、
生
活
保
護
に
つ
い
て

一般質問

道道交交法法改改正正（（自自転転車車のの歩歩道道通通行行のの
区区別別化化））にに伴伴うう町町内内道道路路のの見見直直しし
段差の解消を図る

東條 義和 議員

いい
じじ
めめ
問問
題題
のの
対対
処処
とと
成成
果果

＝＝

父父
兄兄
地地
域域
をを
巻巻
きき
込込
んん
だだ

道道
徳徳
やや
人人
権権
問問
題題

地
域
や
保
護
者
の
力
を
総
動
員
し
、

い
じ
め
防
止
に
努
め
る

学学
校校
等等
のの
災災
害害
時時
のの
体体
制制

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に
備
え
る

町道江ノ口新居須線の歩道

№７２ ２０１３．２．２５ ６



問

�
巨
大
地
震
発
生
に
対
し

て
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

避
難
ビ
ル
・
避
難
タ
ワ
ー
等
を
使

う
、建
物
の
耐
震
化
率
を
１
０
０

％
に
し
て
家
具
の
転
倒
防
止
策

等
を
行
う
、
初
期
消
火
等
を
徹

底
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
れ

ば
、
犠
牲
者
を
減
ら
せ
る
こ
と

を
明
示
し
て
い
る
。
町
の
対
策

と
し
て
、
住
宅
耐
震
診
断
と
耐

震
改
修
制
度
の
状
況
等
は
。

�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
発
電
所
の
出
力
が
、
原
子
力

発
電
所
１
基
分
の
設
備
容
量
を

上
回
り
、
内
訳
で
は
太
陽
光
発

電
設
備
が
ト
ッ
プ
で
、
こ
の
う

ち
住
宅
用
が
約
８
割
を
占
め
て

い
る
。
町
民
の
住
宅
へ
の
太
陽

光
発
電
の
普
及
策
は
。

答

�
１０
月
末
ま
で
の
実
施
件

数
は
、耐
震
診
断
が
２
６
２
件
、

耐
震
改
修
が
２３
件
。
耐
震
診
断

受
診
率
向
上
の
た
め
、
訪
問
に

よ
る
説
明
や
不
在
者
へ
の
案
内

文
書
送
付
、
夜
間
説
明
会
を
開

催
。

�
普
及
策
と
し
て
国
の
補
助
金

制
度
、
余
剰
電
力
の
固
定
価
格

買
取
制
度
が
あ
る
。
太
陽
光
発

電
の
助
成
に
は
財
源
の
確
保
と

継
続
的
実
施
が
必
要
で
あ
り
、

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

問

�
学
校
給
食
費
の
未
納

状
況
と
対
応
は
。

�
就
学
援
助
の
状
況
と
児
童
手

当
か
ら
の
給
食
費
の
天
引
き
状

況
は
。

�
水
泳
授
業
の
位
置
づ
け
と

プ
ー
ル
の
利
用
状
況
は
。

�
健
康
増
進
の
た
め
に
、
藍
中

プ
ー
ル
を
町
民
プ
ー
ル
と
併
用

し
、有
効
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

�
民
間
の
プ
ー
ル
に
補
助
金
を

出
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

�
過
去
の
滞
納
者
約

２
４
０
名
に
は
毎
年
督
促
。
学

校
と
連
携
し
、
現
年
度
分
の
未

納
解
消
に
努
め
て
い
る
。

�
平
成
２３
年
度
の
就
学
援
助
は

幼
小
中
学
校
合
計
５
４
９
名
で

３
７
０
７
万
５
千
円
。
児
童
手

当
か
ら
の
給
食
費
充
当
額
は
、

保
護
者
同
意
に
よ
り
現
在
ま
で

に
１
８
６
万
２
９
２
１
円
。

�
中
学
校
１
、
２
年
生
で
必

修
。
毎
年
６
月
２０
日
ご
ろ
か
ら

約
１
か
月
間
実
施
。

�
水
質
管
理
や
監
視
員
等
が
必

要
で
あ
り
現
在
は
考
え
て
い
な

い
。

�
補
助
や
連
携
が
で
き
る
か
調

査
し
、
判
断
し
た
い
。

問

あ
る
建
設
業
者
は
、
８
年

間
指
名
願
を
提
出
し
て
い
る

が
、
未
だ
一
度
も
入
札
参
加
の

案
内
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

町
は
指
名
入
札
だ
が
、
そ
の
基

準
は
。

答

指
名
願
を
提
出
し
て
い
る

こ
と
、
過
去
の
建
築
工
事
高
や

経
営
状
況
・
技
術
者
数
等
の
調

査
の
た
め
県
の
経
営
審
査
を
受

け
て
い
る
こ
と
の
２
点
を
参
考

に
建
築
工
事
の
規
模
、
構
造
、

設
計
金
額
等
を
総
合
的
に
判
断

し
指
名
業
者
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
平
成
２３
年
度
固
定
資
産
税
の

不
納
欠
損
に
つ
い
て

町町民民のの命命をを守守りり自自然然環環境境エエネネルルギギーーへへ
住宅耐震診断受診率、
耐震化率の向上を図りたい

林 茂 議員

指指名名願願提提出出業業者者にに
入入札札のの機機会会をを
徳島県の経営審査が必要

平成２４年３月末に完成した藍住中学校プール

学学校校給給食食費費ととププーールルのの活活用用ににつついいてて
平成２３年度の給食費未納額約１１８万、
収納率９９．２％

一般質問

７ ２０１３．２．２５ №７２



問

�
「
地
震
・
津
波
浸
水

想
定
等
の
講
演
を
」

津
波
の
浸
水
に
つ
い
て
は
、

徳
島
県
か
ら
１０
月
３１
日
に
公
表

さ
れ
、
藍
住
町
で
は
新
た
に
東

部
地
区
、
勝
瑞
を
中
心
に
２
・

１
�
が
想
定
浸
水
区
域
と
な
っ

た
。
勝
瑞
地
区
の
住
民
の
方
か

ら
浸
水
区
域
に
つ
い
て
の
相
談

が
あ
り
、
県
防
災
セ
ン
タ
ー
の

所
長
、
担
当
課
長
に
面
会
し
た

と
こ
ろ
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
出
張
し
て
説
明
し
ま
す

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

津
波
想
定
浸
水
区
域
の
住
民

の
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
地

震
・
液
状
化
も
含
め
た
、
津
波

浸
水
も
想
定
し
た
説
明
の
講
演

を
。

�
「
公
共
避
難
場
所
の
標
示
を

県
道
交
差
点
信
号
付
近
に
」

毎
日
、
日
常
目
に
付
く
県
道

信
号
機
の
周
辺
、
県
道
沿
い
、

県
道
歩
道
橋
上
横
等
に
公
共
避

難
場
所
を
標
示
す
る
こ
と
で
、

日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所
の
把
握

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
県
へ

積
極
的
要
請
対
処
を
。

答

�
県
の
浸
水
想
定
公
表

後
、
こ
れ
ま
で
に
２
地
区
で
津

波
に
関
す
る
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
各
地
区
か
ら
の
要

望
で
実
施
し
て
い
る
町
担
当
職

員
に
よ
る
防
災
講
座
を
来
年
度

以
降
も
継
続
し
た
い
。
ま
た
、

外
部
講
師
に
よ
る
講
座
に
つ
い

て
も
県
防
災
セ
ン
タ
ー
と
協
議

し
た
い
。

�
県
道
交
差
点
付
近
へ
の
設
置

は
、
設
置
場
所
確
保
や
工
事
方

法
、
費
用
面
等
か
ら
今
す
ぐ
の

設
置
は
難
し
い
た
め
、
ま
ず
は

避
難
訓
練
や
避
難
場
所
を
明
示

し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
配
付
で
対

応
し
た
い
。
ま
た
、
県
道
歩
道

橋
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
設

置
可
能
か
ど
う
か
担
当
機
関
で

あ
る
県
と
協
議
が
必
要
で
あ

り
、
課
題
と
し
て
検
討
し
た

い
。

問

藍
住
町
文
化
協
会
が
来

年
結
成
１０
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
あ
い
ず
み
文
化

祭
や
藍
美
展
等
の
日
時
を
統
合

し
、
近
く
の
会
場
で
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
来
場
者
の
増
加

と
高
齢
者
、
障
害
者
参
加
対
策

に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
文
化
祭
・
藍
美
展
等

の
県
展
入
賞
作
品
・
優
秀
作
品

を
、
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル
や
、
町

内
各
公
共
施
設
に
展
示
出
品
す

る
こ
と
で
、
出
品
さ
れ
た
方
々

の
生
き
が
い
・
心
の
健
康
に
つ

な
が
る
の
で
は
。

答

あ
い
ず
み
文
化
祭
や
藍

美
展
等
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

主
催
で
あ
る
文
化
協
会
、
美
術

協
会
等
の
意
向
を
十
分
聞
い
た

上
で
、
町
と
し
て
協
力
で
き
る

点
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
。

ま
た
、
庁
舎
１
階
ホ
ー
ル
や

町
内
各
公
共
施
設
へ
の
展
示
出

品
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
で
管

理
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ

ば
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

防防災災対対策策
今後は津波を想定した対策を進めていく

永� 茂樹 議員

文文
化化
のの
町町
・・
ああ
いい
ずず
みみ
推推
進進
対対
策策

文
化
の
町
を
推
進
で
き
る
よ
う

関
係
団
体
と
協
議
し
た
い

現在の県道交差点における公共施設標示
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問

本
町
小
学
校
の
環
境
学

習
や
藍
染
・
阿
波
踊
り
な
ど
の

文
化
継
承
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
・
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
４
小
学

校
が
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
同

時
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変

す
ば
ら
し
く
意
義
深
い
こ
と
で

す
。
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の

今
後
の
取
組
と
教
育
的
効
果
に

つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答

期
待
で
き
る
教
育
効
果

と
し
て
、

�
潜
在
的
な
地
域
の
教
育
力
の

顕
在
化

�
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感

の
育
成

�
国
際
人
育
成
の
基
礎
づ
く
り

の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
は
地
域
と
学
校
の
教
育

協
働
活
動
を
将
来
に
わ
た
り
継

続
・
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

問

徳
島
県
が
１０
月
３１
日
に

公
表
し
た
津
波
想
定
に
よ
る

と
、
勝
瑞
地
区
を
中
心
に
２
・

１
�
が
浸
水
区
域
と
示
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
ゆ
め
タ
ウ
ン
へ
の

１
年
間
の
来
客
数
・
１
０
５
０

万
人
と
の
こ
と
で
す
が
、
本
町

の
地
形
を
知
ら
な
い
多
く
の

方
々
が
本
町
を
訪
れ
て
い
る
現

状
で
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

他
の
自
治
体
で
見
か
け
る
道
路

沿
い
の
建
物
や
電
柱
等
の
海
抜

表
示
は
、
本
町
に
お
い
て
も
日

ご
ろ
よ
り
の
災
害
へ
の
意
識
啓

発
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
設

置
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答

町
内
公
共
施
設
、
津
波

浸
水
想
定
区
域
内
の
一
時
避
難

場
所
を
中
心
に
、
人
が
多
く
集

ま
る
場
所
や
民
間
施
設
、
避
難

路
、
主
要
幹
線
道
路
等
に
設
置

す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問

平
成
２０
年
度
よ
り
人
件

費
削
減
等
、
業
務
の
効
率
化
を

進
め
、
更
に
業
務
改
善
へ
の
取

組
が
必
要
と
「
藍
住
町
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
藍
寿
苑
運
営
検

討
委
員
会
」
を
設
置
、
そ
の
答

申
が
１１
月
２９
日
に
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
経
緯
・
内
容
、
ま
た

今
後
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答

検
討
委
員
会
で
は
、
臨

時
職
員
が
７
割
近
く
を
占
め
る

職
員
体
制
・
施
設
の
老
朽
化
・

公
立
で
の
経
営
意
義
や
必
要

性
・
経
営
状
況
等
の
問
題
点
に

つ
い
て
、
利
用
者
等
の
意
見
も

踏
ま
え
て
議
論
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
町
の
負
担
や
よ
り
専
門
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
が
必
要
と

な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
民
間

事
業
者
に
移
管
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
と

受
け
止
め
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
負
担
金
の
増
額

を
心
配
す
る
御
家
族
が
多
か
っ

た
が
、
介
護
保
険
制
度
で
は
負

担
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
で
あ
れ
ば
大
き
な
変
化
は

な
い
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
け

た
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
計
画
案
に
つ
い
て
は

３
月
議
会
中
に
説
明
で
き
る
よ

う
進
め
た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
学
校
図
書
に
つ
い
て

一般質問

ユユネネススココススククーールル認認定定ににつついいてて
地域と学校による二人三脚の結果である

西岡 恵子 議員

藍藍寿寿苑苑のの民民間間移移管管計計画画
ににつついいてて
利用者や入所者等に十分配慮し、
計画策定を行いたい

平成２４年１１月１５日、「ユネスコスクール加盟認定伝達式」
終了後、阿波踊りを披露する藍住東小児童

海海抜抜表表示示ににつついいてて
来年度以降に表示予定
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問

町
内
幼
・
小
・
中
学
校

に
お
い
て
虫
歯
の
現
状
と
予
防

対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。ま
た
、保
育
所
・
幼
・
小
・

中
学
校
に
お
い
て
虫
歯
予
防
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
水
溶
液

で
う
が
い
す
る
「
フ
ッ
化
物
洗

口
」
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答

定
期
健
診
の
結
果
、
西

小
学
校
で
２８
％
、
東
中
学
校
で

２４
％
が
虫
歯
と
判
定
さ
れ
て
お

り
、
保
護
者
へ
治
療
を
勧
告

し
、
治
療
結
果
を
学
校
に
提
出

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
歯
周
病

対
策
に
つ
い
て
の
指
導
等
も
行

っ
て
お
り
、
家
庭
で
の
歯
磨
き

指
導
の
た
め
、
啓
発
プ
リ
ン
ト

や
ほ
け
ん
だ
よ
り
で
歯
科
保
健

に
つ
い
て
保
護
者
に
も
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ベ
ー
ス
で
の
フ
ッ

化
物
洗
口
に
つ
い
て
は
、
劇
薬

で
あ
る
フ
ッ
化
物
原
液
の
取
扱

い
方
や
適
切
な
う
が
い
の
指
導

等
も
あ
り
慎
重
に
対
応
し
た

い
。

問

藍
中
駐
輪
場
建
設
費
用

が
１
億
５
８
０
０
万
円
と
の
事

で
あ
る
が
、
駐
輪
場
に
こ
れ
だ

け
の
予
算
を
使
う
の
は
無
駄
遣

い
で
は
な
い
か
。
こ
の
駐
輪
場

は
坪
い
く
ら
か
。
ま
た
、
行
政

と
し
て
町
民
の
声
を
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
。
藍
中
の
駐
輪
場

は
約
１
千
台
収
容
で
き
、
全
生

徒
が
自
転
車
通
学
で
き
る
が
、

東
中
学
校
で
は
駐
輪
場
が
狭

く
、
１
�
以
内
の
生
徒
は
徒
歩

通
学
し
て
い
る
。
機
会
均
等
の

意
味
で
も
東
中
学
校
の
駐
輪
場

を
増
や
し
、
生
徒
全
員
が
自
転

車
通
学
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答

藍
住
中
学
校
の
駐
輪
場

の
坪
単
価
は
約
３９
万
円
。
東
中

学
校
の
駐
輪
場
は
、
学
校
の
要

望
に
よ
り
平
成
２３
年
度
に
増
設

し
、
徒
歩
通
学
を
９
５
０
ｍ
以

内
か
ら
７
０
０
ｍ
以
内
に
変
更

し
た
。
現
在
の
徒
歩
通
学
者
は

全
校
生
徒
４
４
４
名
の
う
ち
９２

名
で
あ
る
。
増
設
の
必
要
が
あ

れ
ば
検
討
し
た
い
。

問

ご
み
袋
の
取
っ
手
の
下

部
分
が
、
非
常
に
破
れ
や
す
い

が
工
夫
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
粗
大
ご
み
の
持
込
み
に

つ
い
て
、
家
族
み
ん
な
が
勤
め

て
い
る
家
で
は
、
１
か
月
に
１

度
ぐ
ら
い
日
曜
日
に
受
け
付
け

て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
ど

う
か
。ま
た
、車
の
な
い
方
に
対

し
て
は
電
話
が
あ
っ
た
場
合
、

職
員
が
取
り
に
行
く
と
の
事
で

あ
っ
た
が
多
く
の
町
民
は
知
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。
広
報
等

で
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

粗
大
ご
み
は
、
住
民
の

方
の
利
便
性
を
考
え
、
今
年
度

よ
り
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前

中
も
受
入
れ
す
る
よ
う
に
し
た

が
、
日
曜
日
に
つ
い
て
は
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
ま

た
、
車
の
な
い
方
に
対
し
て
は

御
相
談
に
よ
り
職
員
が
個
別
回

収
し
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
つ

い
て
は
今
後
更
に
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い

その他の質問

◆
商
工
業
振
興
に
つ
い
て

◆
防
災
対
策
に
つ
い
て

一般質問

虫虫歯歯対対策策ににつついいてて
保健センターと連携し
歯磨き教室を開催している

小川 幸英 議員

ごごみみ問問題題ににつついいてて
指定ごみ袋は強度を
上げた仕様に改善する

歯科衛生士によるブラッシング指導（藍住西小３年）

藍藍中中・・東東中中のの駐駐輪輪場場ににつついいてて
東中駐輪場の増設は
学校と相談したい

№７２ ２０１３．２．２５ １０
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藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監監査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ののののののののののののののののののののののの再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任ににににににににににににににににににににににに同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意

平成２４年１２月２４日の任期満了に伴い、１２月定

例会にて藤原孝信氏の再任に同意しました。

任期は平成２８年１２月２４日までです。

定例会案内

次の定例会は３月です。
次号は５月に発行します。

～お問い合わせ～

議会事務局 �６３７－３１２７
藤原 孝信 氏

本本会会議議をを
傍傍聴聴ししまませせんんかか 議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員 研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研 修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

市町村議会議員特別セミナー

１１月２１日～２２日に全国市町村国際文化研修所（滋賀県）で開催され、

本町議会からは２名の議員が参加しました。

〈参加議員〉

奥村 晴明 議員

東條 義和 議員

〈内 容〉

★「活気のあるまちへの挑戦～リーダーに必要なもの～」

（株）よしもとクリエイティブエージェンシー専務取締役

竹中 功 氏

★「地域の再生に必要なもの」

同志社大学大学院総合政策科学研究科教授

新川 達郎 氏

★「地域の再生と活性化～市民が豊かになる地域再生策～」

地域再生プランナー 久繁 哲之介 氏

★「まちの文化人類学～住み続けたいまちとは～」

東京大学名誉教授 船曳 建夫 氏

本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
本
会

議
当
日
、
先
着
順
に
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
傍

聴
席
の
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

編集委員会では、町民の声
の投稿を募集しています。
議会や町政に関するご意見

をお寄せください。

投 稿 規 定

～～西西岡岡恵恵子子議議員員のの処処分分取取消消請請求求訴訴訟訟～～

地地裁裁判判決決をを受受けけ、、議議会会がが控控訴訴

町内に生活の実態がないため被選挙権を有しないとする議会の議決

により、前任期において失職した西岡恵子議員が、議会の決定の取り

消しを求めた訴訟の判決が平成２４年１１月３０日徳島地方裁判所であり、

議会の議決を取り消す決定が下されました。

本町議会はこの判決を不服として、高松高等裁判所に控訴していま

す。

�
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
。

�
掲
載
時
に
匿
名
を
希
望
す
る
方
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

�
字
数
は
５
０
０
字
以
内
。

�
投
稿
者
の
多
い
場
合
に
は
、
掲
載
月
を
調

整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

１１ ２０１３．２．２５ №７２
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わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言 矢上 平野 治平ささんん
いばら ふな

「花茨釣れてくる鮒のまなこの美しき」 かの有名な藍住町出身橋本夢道の俳句です。花と緑と太陽の町、ほ
ぼ中心部を流れる正法寺川公園、整備された遊歩道の両岸を結ぶ木造橋、阿波の名橋として君臨する「みどり橋」。
そのたもとにどっしりと立つ巨大な青石に、ありし日の夢道のすべてを深々と刻み込まれたのが、かの立派な句

もと

碑です。燦々と降りそそぐ太陽の下、そよ風に揺れる樹々のみどり、流れる雲とともに橋と碑、路傍の名もなき花
をも包み込んで、川面のさざ波に映えゆらぐ景色の一コマこそ、町の文化のシンボルとしてその高さを誇示してい
ます。町の発展とともに「広報あいずみ」、「ネットワークあい」又
は新聞紙上で俳句短歌等々を拝見する機会が多くなりました。２５
年新春早々徳新紙上で俳壇賞、柳壇賞を受賞された方々、また選者
として活躍されている先生こそ町の名誉と誇りです。
県下では人口増につれて優秀な俳人歌人に恵まれた我が藍住

町。できることならこれらの文化の輝きを放つ句碑を、永遠に刻
む町の宝として、広大な正法寺川畔にウォーキングを楽しみ、憩
いの場として夢道に続く第二第三の句碑の出現を願う一人です。
建立への門扉が大きく開ける道筋を是非お示しいただければ幸至
極です。

１１１１

月月

５
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

６
日

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研

修
会
（
高
松
市
）

１１
日

藍
住
町
戦
没
者
追
悼
式

１２
日

資
格
審
査
特
別
委
員
会

１４
日

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東

京
都
）

１５
〜
１６
日議

長
研
修
（
北
海
道
白
老
町
）

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
視
察

研
修
（
岡
山
県
・
兵
庫
県
）

２１
〜
２２
日市

町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ

ナ
ー
（
滋
賀
県
）

２７
日

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員

会
（
徳
島
市
）

２８
日

議
会
運
営
委
員
会

２９
日

藍
寿
苑
運
営
検
討
委
員
会

３０
日

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

（
北
島
町
）

１１２２

月月

４
日

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例

会
（
徳
島
市
）

５
日

資
格
審
査
特
別
委
員
会

６
日

藍
翠
苑
祭

１０
日

１２
月
議
会
定
例
会
開
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

１８
日

１２
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

２１
日

１２
月
議
会
定
例
会
閉
会

２５
日

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
組
合
議
会
定
例
会

（
板
野
町
）

１１

月月

１０
日

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
出
初

式
（
北
島
町
）

鳴
門
市
正
副
議
長
就
任
挨
拶
来
庁

１３
日

藍
住
町
成
人
式

２８
日

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２９
日

板
野
郡
町
議
会
事
務
局
職
員
研

修
会

３１
日

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員

会
（
徳
島
市
）

議議
会会
のの
うう
ごご
きき

編編
集集
後後
記記

新
年
を
迎
え
誰
も
が
、
今

年
こ
そ
は
い
い
年
に
し
た
い

と
願
っ
て
い
よ
う
。
し
か
し

政
治
・
経
済
・
国
際
問
題
と

日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
ど

の
分
野
も
閉
塞
感
で
覆
わ
れ

て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
、

再
生
へ
の
道
も
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
困
難
な
時
代
、
大
震

災
を
機
に
防
災
、
減
災
意
識

も
高
ま
っ
て
い
る
現
況
、
藍

住
町
で
も
南
海
巨
大
地
震
へ

の
備
え
が
急
務
で
あ
る
。
昨

年
公
表
さ
れ
た
内
閣
府
の
被

害
想
定
で
は
、
県
内
全
域
が

震
度
６
〜
７
の
揺
れ
で
、
３

万
１
千
人
が
死
亡
、
県
の
想

定
で
は
津
波
浸
水
面
積
は

２
０
１
・
４
�
に
及
び
、
藍

住
町
な
ど
内
陸
部
に
も
達
す

る
と
の
予
測
。
町
議
会
と
し

て
も「
熟
慮
断
行
」精
神
で
、

地
方
、藍
住
町
議
会
か
ら「
日

本
再
生
へ
の
確
か
な
一
歩
」

を
進
め
た
い
。

議議
会会
だだ
よよ
りり
編編
集集
委委
員員
会会

委
員
長

矢

部

秀

行

副
委
員
長

東

條

義

和

委

員
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正法寺川沿いに建てられた橋本夢道句碑

板野東部消防組合消防出初式

№７２ ２０１３．２．２５ １２


